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 介護保険制度を利用した住宅改修工事をはじめ、お住いのメンテナンスを担当

させていただいいるお住まいご紹介させていただきます。 

 今回は庭にベランダを設置する工事です。2階には既存のベランダがあります

が、家事の軽減のために、1階の洗濯室からすぐに洗濯物を干すことできるよう

に、南に面した緑に囲まれた庭の一角にベランダを設置する工事です。 

「前略 おせわ様。その後いかがお過ごしですか。」 

一家団欒 

 「家事がひと段落ついた晴れた昼下がりに、心地よい風を感じながら、庭の緑

を眺めつつ、ベランダでティータイムでも取りたい気分になります」という感想

をいただきました。アジサイが咲き始めました。大活躍をするのは、もう少し先

になるでしょうか。 

 「劇的な」リフォームではない

かも知れませんが、ビフォアー、

アフター、さらにそのアフターま

でお手伝いさせていただきます。 

 先月号の「脳トレ・頭の体操クイズ」がお陰様でご好評をいた

だきましたので、今月号も、就学前の幼児年代から小学生を対象

とした、無料プリント教材サイト「ぷりんときっず」の設問を少

しアレンジしてお届けします。チャレンジしてみてください。 

 A、B、Cの3軒の家があります。外出せずに家の中で家族と一緒に過ごしてい

る家が1軒だけあります。それぞれの玄関ドアにメッセージが掛けられています

が、本当のメッセージを伝えている家は1軒だけです。さて、家族と一緒に家の中

で過ごしている家はどれでしょうか。 

よこすか文学館
ぶんがくかん

 
 

＜55＞ 

横須賀が登場する文芸や

横須賀にゆかりのある文

学者を紹介します。 
 

大 泉
おおいずみ

黒石
こ く せ き

 
横須賀に死せる異色作家 
 

大泉黒石（1893-

1957）はロシア人の父

と日本人の母との間に、

長崎県で生まれました。

生後まもなく母は死去

し、父はロシアに帰国し

たため、祖母に育てられ

ました。『中央公論』を

文壇の登竜門に育てた稀

代の大編集者滝田樗陰
たきたちょいん

に

認められ、大正８年、

「俺の自叙伝」が連載さ

れ大評判となり、一躍文

壇の寵児となります。こ

れ以降、大正期は活躍を

するのですが、次第に輝

きを失っていきました。

彼自身の虚言癖、混血児

差別、陰湿な文壇事情、

戦時における国家主義に

起因するようです。戦後

は米軍基地関係の仕事を

しながら細々と執筆活動

を続け、横須賀で亡くな

りました。なお、ユーモ

ラスな個性派俳優大泉

滉
あきら

は黒石の子息です。

洗足学園中学高校教諭 

      中島正二 
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創刊 2002.4.1. 

皆様のご愛顧、ご愛読に感謝申し上げます 

創業 1960.1.20. 
 Next100Next100Next100 

A B C 

参考資料  尚、「答えと解説」を裏面に記載しま 

したが、それぞれのメッセージの真偽を 

確認しながら、ご判断ください。 

家の中で家族と居ます 只今外出しています Ａの家は留守です 



横須賀製鉄所物語（遣米使節団の帰国①）＜66＞ 

すまい造りメール 第220号 http://www.sano-k.net/ 

お問い合わせ 

 住まいに関する皆様の疑問や質問、お知らせしたいことや情報などがございましたら、ご連絡ください。郵送の停止を希望さ

れる場合や、バックナンバーを希望される場合など、ご遠慮なく、お申し出ください。 

 尚、ホームページより「すまい造りメール」創刊号からのバックナンバーをはじめ、追浜周辺の地図「Oppamap 2020」A-9歩

ZONE版（永久保存版）をダウンロードすることができますので、アクセスしていただき、ご活用ください。 

 皆様の「快適な暮らし」のヒントになることができましたら幸いです。  

     〒237-0068  神奈川県横須賀市追浜本町1-25 有限会社佐野工務店  
                TEL 046(865)4010  FAX 046(865)6139 

検索 すまい造り 

「メッセージは正しく伝える」 

 さて、表面の「一家団欒」の答えと解説です。本当にギブアップでよろしいですか？ 
— ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ —   

 それでは、「在宅」の場合のそれぞれの家のメッセージが「本当」か「うそ」かを確かめていき

ましょう。まず、Aが「在宅」だと仮定すると、Aのメッセージは「本当」、Bは「本当」、Cは「う

そ」となり、「本当」のメッセージが1軒という条件に合わないので、Aは「在宅」ではなく「外出

中」ということになります。次に、Bが「在宅」だと仮定すると、Aのメッセージは「うそ」、Bは

「うそ」、Cは「本当」となり、「本当」が1軒という条件に合い、仮定通り、Bは家族と一緒に家

にいることになります。念のため、Cが「在宅」だと仮定すると、Aのメッセージは「うそ」、B
は「本当」、Cは「本当」となり、条件に合わないのでCは「外出中」ということになります。し

たがいまして、外出しないで家の中で家族と一緒に過ごしているのはBの家でした。 

 メッセージはとても重要な伝達手段ですが、発信者になる場合は、誤解のないように事実を正確に伝えなければ

ならないことは勿論ですが、受信者になる場合は、本当のことを言っているのか、うそを言っているのか、見分け

なければなりません。すぐに決断をしないで誰かに相談することも、場合によっては必要かもしれません。つま

り、自戒の念を込めて、「メッセージは正しく伝える」ことを常に心掛けることですね。新しい生活スタイルが求

められていますが、「SMILE」を忘れずに、晴れ渡る空のように、ここから未来を始めましょう。 

 52年11ヵ月の間、都市政策を中心に横須賀市の発展に寄与され、最後の8年間は2期に亘り、横須賀市助役とし

て活躍された井上吉隆氏に横須賀製鉄所についてお話しを伺いました。 

— ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ —   

 遣米使節団正使一行の最後の訪問地はニューヨーク市でした。ここでの歓迎ぶりは他の都市を遙かに上回るもの

でした。正使一行を乗せた軍艦アライダ号がマンハッタンの南部にあるバッテリーパークに錨を降ろすと、海岸に

は多数の見物人が日本使節団を一目見ようと待ち受けていました。アメリカ側でも、この人出を懸念して日本使節

団に万一のことがないように、警護の兵士約6,400人以上を配置し、ワシントンでの倍の規模で警備に当たる大部

隊で対応しました。 

 正使一行は、迎えの馬車20両ほどに分乗して、繁華街ブロードウェイを進みます。そ

の行列も進んでは止まり、進んでは止まりと街路で見守る市民が見物しやすいように配慮

されていました。また、沿道の家々の窓や屋根の上まで人、人、人で埋め尽くされていま

した。この正使一行のブロードウェイでの歓迎ぶりは地元報道機関でも大きく取り上げら

れました。正使一行がホテルに入ったのは、日が暮れようとした頃でした。 

 ニューヨークで宿泊するホテルは、ワシントンで滞在したものより規模も大きく、ホテ

ル内には劇場もあり毎晩興行が行われて、大勢の観客が出入りしていました。ホテルには

ボストン市長やナイアガラの代表などが訪問し、日本使節団一行をお招きしたいと申し出

ました。正使一行がニューヨークに滞在しているのは、帰路に乗船する軍艦ナイアガラ号

の修理を待つためであり、折角のお招きだけれども、他の都市への訪問は出来かねますと

申し出を断りました。また、ニューヨーク駐在のフランス領事と書記官が訪れ、フランスへも日本使節を差し向け

てほしいと告げました。このように遣米使節団の人気は大変なものでした。 

 その後、この遣米使節団一行に対しての歓迎会がニューヨークでも実施されることになりました。歓迎会の会場

は、使節団の宿泊するホテルで行われることになり、ホテル、ホテルの劇場、ホテルの中庭が利用され大舞踏会が

開催されました。会場には、5組の楽団が配置され、招待客は約7,500人、食事は1万人分が用意されました。そし

て、入場のための入場券1人10ドルを準備し、すべて完売しました。この日シャンパンだけでも9,000本（1万

8,000ドル）が消費され、宴会費用は12万5,000ドル（数億円）を要した盛大なパーテーであったと伝えられてい

ます。（以下次号掲載）                           （元横須賀市助役 井上吉隆） 

B 

只今外出しています 

バッテリーパーク 

（2002年） 


